
総合学科を導入したことによる成果（学校回答）

2.6

19.3

21.0

22.4

27.3

41.7

42.2

48.0

64.1

64.9

73.9

90.2

94.0

1.4

0.9

0.9

2.0

1.1

2.9

8.9

1.1

6.9

39.1

34.2

その他 

様々な分野の教科・科目を開設することにより、地域の人々の要望を踏
まえつつ生涯学習機関としての役割を果たしている

生徒が、学びたいことを学べる学科として総合学科を進学先として選択
することにより、高等学校間の序列意識を打破する契機となっている

卒業生に対する進学先・就職先の評価が高い

教職員の意識改革・資質向上を図ることができている

生徒が次の進路に円滑に移行することができている

生徒が豊かな創造性や問題解決能力を育成することができている

在校生・卒業生・保護者の満足度が高い

キャリア教育を組織的・計画的に推進することができている

「学ぶこと」「働くこと」への意欲や積極的な態度を育成することができて
いる

個性を生かした主体的な学習を通じ、生徒が学ぶことの楽しさや成就
感を体験することができている

生徒の多様な興味・関心、進路希望等に柔軟に対応した教育活動を実
施することができている

生徒が将来の職業選択を視野に入れ、自己の将来の生き方・働き方や
進路について自覚を深めることができている 
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総合学科の課題（学校回答）
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在校生・卒業生・保護者の満足度が低い

他の学科と比べて、卒業生に対する進学先・就職先の評価が低い

生徒の就職希望を十分に実現できていない

生徒の進学希望を十分に実現できていない

他の学科との差別化を図ることが難しい

キャリアカウンセラーなどの専任の相談者が少ない（いない）ため、個々
の生徒に応じた指導が十分にできていない

財政的な制約から、社会人講師を十分に確保することが難しい

社会人講師や体験活動の受入れ先の確保など、地域社会や企業との
連携を図ることが難しい

他の学科と比べ選択科目が多いため、個々の生徒の学習・生活の状況
を把握することが難しい

高等学校の教職員の総合学科に対する理解が不十分である

生徒の基礎的な学力が不足しているため、専門教育を施すことが難しい

財政的な制約から、専門教育を実施するために必要な施設・設備の整
備が不十分である

中学校の教職員の総合学科に対する理解が不十分である

生徒が目的意識や将来の進路への自覚を持っていないため、主体的な
科目選択を行わせることが難しい（安易な科目選択を行う傾向にある）

中学生及びその保護者の総合学科に対する理解や認知度が低い

教員数が十分でないため、多様な教科・科目を開設することが難しい

様々な教科・科目を開設しているため、他の学科と比べて教職員の負担
が大きい
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